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○八溝山天然林保存会総会○八溝山天然林保存会総会
○久慈川そして鮎への思い○久慈川そして鮎への思い
○小学校春季大運動会○小学校春季大運動会

八溝山天然林に咲き誇る八溝山天然林に咲き誇る

ヤシオツツジヤシオツツジ

小さくても輝く町小さくても輝く町



就任挨拶をする鈴木脩平会長

天然林の重要性について再認識した総会 天然林を散策する参加者
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八
溝
山
天
然
林
は
福
島
県
・
茨
城
県
・
栃

木
県
の
３
県
に
ま
た
が
っ
て
そ
び
え
立
つ
八

溝
山
の
山
頂
か
ら
福
島
県
側
に
１
・
２
㎞
ほ

ど
下
っ
た
場
所
に
存
在
し
、
こ
れ
ま
で
地
元

の
方
を
中
心
と
し
て
八
溝
山
天
然
林
保
存
会

や
森
林
管
理
署
の
活
動
に
よ
り
守
ら
れ
続

け
、
当
時
の
姿
を
現
在
ま
で
継
承
さ
れ
て
い

ま
す
。
八
溝
山
天
然
林
保
存
会
は
昭
和
27
年

に
結
成
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
61
年
目
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
八
溝
山
天
然
林
を
守
る
活
動

を
行
い
、
自
生
す
る
多
く
の
樹
木
や
植
物
な

ど
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
八
溝
山
天
然
林
は
「
ふ
く
し
ま
の

遊
歩
道
50
選
」
に
も
選
ば
れ
て
お
り
、
自
然

豊
か
な
散
策
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。

八溝山天然林保存会役員名簿

（敬称略）

職　名　　氏　名

会　長　鈴木　脩平

副会長　吉成　和也（㈲吉成銘木店）　

　　　　緑川　裕之　

顧　問　根本　良一（元会長）

　　　　池田　　敏（棚倉森林管理署長）

　　　　青砥　裕輝（県南農林事務所森林林業部長）

　　　　菊池　基文（塙町長）

　　　　古張　　允（矢祭町長・観光協会長）

　　　　菊池　清文（矢祭町議会議長）

　　　　鈴木　道男（塙町議会議長）

理　事　田部　寿一（㈲田部林業）

　　　　永井　公彦（棚倉森林管理署総括森林整備官）

　　　　高林　昭雄（棚倉森林管理署東舘森林事務所）

　　　　白石　禎彦

監　事　芳賀　克己

　　　　松本　昭二

先人より受け継ぐ天然林を　　　　　　

後世へと引き継ぐ・・・　

八溝山天然林保存会総会
偉大な先人たちが残してくれたもの―
　　　　　　　　　　　　それは大自然だった。

　

５
月
24
日
、
八
溝
山
天
然
林
保
存
会

総
会
が
八
溝
山
天
然
林
内
の
広
場
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
保
存
会
会
員
や
一
般

参
加
の
歩
こ
う
会
の
方
な
ど
約
50
名
が

参
加
し
、
先
人
が
残
し
た
ブ
ナ
や
ミ
ズ

ナ
ラ
な
ど
の
樹
木
に
ふ
れ
、
大
自
然
を

満
喫
し
な
が
ら
会
場
ま
で
足
を
運
び
ま

し
た
。

　

総
会
で
は
鈴
木
脩
平
八
溝
山
天
然
林

保
存
会
副
会
長
の
挨
拶
、
来
賓
の
古
張

町
長
な
ど
が
祝
辞
を
述
べ
議
事
に
入
り

ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
平
成
24
年
度
事
業
報

告
、
収
支
決
算
報
告
、
平
成
25
年
度
事

業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
の

審
議
が
な
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り

承
認
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
役
員

選
出
が
行
わ
れ
会
長
に
は
、
こ
れ
ま
で

副
会
長
を
務
め
た
鈴
木
修
平
さ
ん
が
選

出
さ
れ
新
た
な
役
員
体
制
が
決
ま
り
ま

し
た
。
な
お
任
期
は
平
成
25
年
４
月
か

ら
平
成
27
年
３
月
ま
で
の
２
年
間
と
な

り
ま
す
。
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佐
川
：
「
お
客
さ
ん
に
比
例
し
て
売
り
上

げ
も
５
割
落
ち
た
ね
。
そ
れ
は
去
年
も

戻
っ
て
い
な
い
よ
。
去
年
は
ウ
グ
イ
と
ヤ

マ
メ
が
自
粛
と
か
出
荷
制
限
が
か
か
っ
た

で
し
ょ
う
。
同
じ
川
の
中
で
鮎
は
大
丈
夫

で
し
た
と
言
っ
て
も
や
っ
ぱ
り
抵
抗
は
あ

る
わ
け
だ
よ
ね
。
そ
れ
で
一
度
は
鮎
も
解

禁
を
見
合
わ
せ
る
か
と
い
う
話
に
は
な
っ

た
ん
だ
け
ど
、
地
元
の
観
光
関
係
も
考
え

た
り
ね
、
要
請
が
結
構
多
か
っ
た
、
鮎
だ

け
何
と
か
し
て
く
れ
と
。
だ
か
ら
組
合
も

赤
字
は
覚
悟
で
鮎
は
解
禁
し
よ
う
と
い
う

こ
と
で
、
も
ち
ろ
ん
放
射
性
物
質
検
査
は

し
な
が
ら
だ
け
ど
、
線
量
問
題
が
な
け
れ

ば
鮎
は
解
禁
し
よ
う
と
話
し
合
っ
た
。
実

際
解
禁
は
で
き
た
ん
だ
け
ど
予
想
ど
お
り

人
は
来
な
か
っ
た
ね
。
」

佐
川
：
「
河
川
の
形
態
が
昔
と
変
わ
っ
て

い
る
よ
ね
。
鮎
の
生
息
で
き
る
環
境
っ
て

い
う
の
は
鮎
の
主
食
で
あ
る
ヒ
ゲ
モ
っ
て

い
う
ノ
ロ
が
張
る
場
所
っ
て
い
う
わ
け

だ
。
一
番
張
り
や
す
い
の
は
玉
石
が
豊
富

に
あ
っ
て
、
深
い
と
こ
ろ
と
か
浅
い
と
こ

ろ
と
か
が
あ
っ
て
始
め
て
そ
う
い
う
場
所

が
成
り
立
つ
ん
だ
け
ど
、
今
は
川
底
が
平

坦
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
と
砂
の
堆
砂

と
平
行
し
て
今
度
岩
盤
が
多
く
な
っ
て
き

た
と
い
う
こ
と
だ
よ
ね
。
後
は
河
川
工
事

の
形
態
が
直
線
的
に
な
っ
た
事
。
ま
ぁ
人

間
が
大
事
か
、
魚
が
大
事
か
難
し
い
と
こ

ろ
で
は
あ
る
よ
ね
。
後
は
鮎
を
食
べ
る
カ

ワ
ウ
の
影
響
も
あ
る
よ
ね
。
カ
ワ
ウ
も
捕

獲
で
き
る
数
に
制
限
が
あ
っ
て
む
や
み
に

全
部
は
取
れ
な
い
し
経
費
の
問
題
は
あ
る

け
れ
ど
、
捕
獲
隊
の
方
々
に
は
シ
ー
ズ
ン

―
原
発
事
故
の
風
評
被
害
は
ど

う
で
す
か
。

―
久
慈
川
の
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

　福島県内水面漁業協同組合連

合会代表理事会長と久慈川第一

漁業協同組合代表理事組合長を

兼務。県内の河川を知り尽くす

スペシャリストにお話を聞きま

した。

佐
さがわ

川　泉
いずみ

さん（53）

Interview

中
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
。
」

佐
川
：
「
私
た
ち
の
組
合
で
は
営
利
目
的

で
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
地
元
河

川
流
域
の
環
境
を
守
り
つ
つ
、
釣
り
師
一

人
ひ
と
り
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
に
出
来
る
限
り
の
努
力
は
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
。
原
発
事
故
の
影
響
も
放
射
線

濃
度
の
低
下
と
と
も
に
、
収
束
し
て
き
て

い
る
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
復
興
の
意
味
合

い
も
兼
ね
て
風
評
被
害
払
し
ょ
く
の
た
め

に
自
分
た
ち
の
体
に
ム
チ
を
う
っ
て
役
員

一
同
頑
張
っ
て
い
る
よ
。

　

今
年
は
例
年
に
な
く
鮎
を
思
い
切
っ
て

放
流
し
て
い
る
の
で
鮎
釣
り
の
シ
ー
ズ
ン

中
に
は
一
人
で
も
多
く
の
釣
り
師
の
方
に

来
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
ね
。

鮎
と
い
っ
た
ら
ま
だ
四
万
十
川
の
ほ
う
が

有
名
だ
け
ど
、
鮎
と
い
っ
た
ら
久
慈
川
と

言
わ
れ
る
く
ら
い
の
四
万
十
川
に
負
け
な

い
よ
う
な
川
に
す
る
の
が
夢
だ
ね
。
子
ど

も
の
頃
か
ら
遊
ん
で
い
た
川
だ
し
、
鮎
の

い
な
い
久
慈
川
は
あ
り
得
な
い
こ
と
だ
か

ら
、
鮎
の
住
め
る
川
に
持
っ
て
い
く
っ
て

い
う
の
が
私
た
ち
の
義
務
っ
て
言
う
か
人

間
と
し
て
、
組
合
長
と
し
て
そ
う
い
う
川

に
し
た
い
ね
。
」

―
組
合
長
と
し
て
久
慈
川
を
ど

う
し
て
い
き
た
い
で
す
か
。

４月　　　放流（稚魚は 10㎝くらい）

６月　　　解禁（18㎝くらいに育つ）

９月中旬　水温が下がり始め雨により川が濁る

　　　　　頃から川を下る。その後、常陸大宮

　　　　　市以南の久慈川で産卵。親魚は一生

　　　　　を終え、ふ化した稚魚たちは海へ下

　　　　　る。

３月上旬　水温の上昇とともに遡上

６月　　　相当数の鮎が久慈川で確認できる。

久慈川の鮎の 1年

四万十川に負けない
久慈川にするのが夢だね。

久慈川
　そして

　　鮎への思い

　

未
だ
に
完
全
に
は
払
し
ょ
く
さ
れ
て

い
な
い
原
発
事
故
の
影
響
。
佐
川
さ
ん

が
語
る
表
情
か
ら
は
、
昔
な
が
ら
の
鮎

を
は
じ
め
と
し
た
魚
、
そ
し
て
昔
か
ら

親
し
み
を
も
っ
て
接
し
て
き
た
久
慈
川

を
守
り
、
な
ん
と
か
震
災
前
の
状
況
に

戻
し
た
い
と
い
う
思
い
、
そ
し
て
矢
祭

町
の
自
然
を
愛
す
る
気
持
ち
が
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
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3年生5
3名が

オース
トラリ

アへと
飛び立

つ！

みんな笑顔！

　

「
海
外
で
の
経
験
は
、
将
来

大
き
な
財
産
と
な
る
。
国
際
化

時
代
に
お
け
る
矢
祭
町
を
背
負

う
人
材
を
育
て
る
」
と
い
う
方

針
の
も
と
平
成
６
年
度
よ
り
海

外
派
遣
研
修
事
業
と
し
て
始
ま

り
、
平
成
17
年
度
か
ら
海
外
修

学
旅
行
と
な
り
、
今
年
で
19
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
も
５
月
７
日
か
ら
11
日
ま
で

の
４
泊
５
日
の
日
程
で
実
施
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
生
き
た

英
語
、
異
文
化
に
ふ
れ
、
子
ど

も
た
ち
は
国
際
社
会
へ
と
一
歩

そ
の
歩
み
を
進
め
ま
し
た
。

　5月12日、平成大学（本田忠雄運営委員

長）、女性団体連絡協議会（石川陽子会長）

及び、ふるさと探検隊の平成 25 年度合同

開級式が山村開発センターにおいて開かれ

ました。

　閉会後、平成大学と女性団体連絡協議会

は塙町レクダンス指導者の木村淳子さんに

よる「レクダンスで毎日いきいき！」と題

してレクダンスを実施。ふるさと探検隊で

は、東舘小学校で矢祭町グラウンドゴルフ

協会会員を講師にグラウンドゴルフを行い

ました。

　参加者たちからは、楽しい仲間と過ごす

1日に笑顔がこぼれていました。

－生涯学習　　　　
　　　合同開級式－

～矢祭中学校海外修学旅行～

元
気
な
笑
い

　
　
　

こ
ぼ
れ
る

代表者による誓いのことば

笑顔でレクダンス
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平成26年度

矢祭町職員採用候補者

　　　　試験のお知らせ

大学卒程度
■試験職種　一般事務

■採用予定人員　若干名

■受験資格

　昭和59年４月２日から平成４年４月１日

　までに生まれた者（学歴は問いません）

■試験職種　保育士・幼稚園教諭・保健師

■採用予定人員　若干名

■受験資格

　（保育士・幼稚園教諭）

　昭和53年4月 2 日から平成 6年 4 月 1 日までに

　生まれた者で、両方の資格・免許を有する者又

　は平成26年3 月までに両方の資格・免許を取得

　見込みの者（学歴は問いません）

　（保健師）

　昭和63年4月 2 日から平成 5年 4 月 1 日までに

　生まれた者で、資格・免許を有する者または平

　成 26年４月（登録済み証明書発行時期）まで

　に取得見込みの者（学歴は問いません）

短大卒程度・資格免許職

■試験方法　大学（短大）卒業程度の学力試験を行います。

　○第１次試験：教養試験及び一般性格診断検査

　○第 2次試験：個別面接

■試験期日

　○第１次試験：平成 25年 7月 28 日（日）午前 10 時から午後 1時 30 分

　○第 2次試験：第１次試験合格者に対して、個別面接による試験を行います。

■試験会場

　○第１次試験：福島大学 (福島市金谷川 1)

　○第 2次試験：第１次試験合格者に通知いたします。

■合格者の採用　

　合格者は採用候補者名簿に記載され、成績順に町長が採用する者を決定します。初任給は、本町の給料

　表によるが、この他通勤手当、超過勤務手当、期末・勤勉手当などが支給されます。

■受験手続

　申込用紙は、自立総務課総務グループで交付します。申込用紙に必要事項を記入し、自立総務課総務グ

　ループに提出してください。

　郵便で請求する場合には、封筒の表に「大学卒程度試験申込用紙請求」と朱書し、120円切手を貼った

　宛先明記の返信用封筒（角型２号）も必ず同封してください。

■受付期間

　平成25年５月30日（木）から平成25年６月28日（金）までの執務時間中（土日を除いた午前８時30分から

　午後５時15分）に限ります。また郵送の場合は、6月26日（水）の消印有効とします。

■問い合わせ

　自立総務課総務グループ　

　☎４６―３１３１

平
成
28
年
４
月

５
校
統
合
、
開
校
に
向
け
て

　５月 27 日、矢祭町中央公民館において、「矢祭町立統合小学校建設、開校準

備委員会」委員の委嘱及び第１回委員会が開かれました。

　28 名の委員に古張金一教育長から委嘱状を交付し、古張允町長から「小学校

の統合については多くの町民、保護者から要望を受けました。まちづくりは人づ

くりからで、統合については教育の根幹に関わるところであり、委員の皆様には

平成 28年４月統合小学校開校を目指して、忌憚のないご意見、審議をお願いしま

す」と挨拶がありました。

 その後第１回委員会が開催され、委員の互選により、委員長に佐川正一郎さん、

副委員長に小松淳子さんが選任されました。議題では、平成 28 年４月統合に向

けて、タイムスケジュールの確認、現東舘小学校敷地を中心とする整備計画を示

していくこと、ハード・ソフト両面の検討を行っていくことなどを確認しました。

（整備計画にかかるタイムスケジュール）

◎25年５月～７月　　　基本構想

　　　　　　　　　　　（目指す学校像・規模・ゾーニング）

◎25年８月～26年３月　基本設計・実施設計

◎26年８月～28年２月　校舎建築工事（26年度～27年度）

　　　　　　　　　　　体育館建築工事（27年度）

◎28年４月　　　　　　統合小学校開校

矢
祭
町
立
統
合
小
学
校
建
設　

　
　
　

開
校
準
備
委
員
会
設
置

№ 役職区分 役　職　名 氏　名 備　考 № 役職区分 役　職　名 氏　名 備　考

１ 住 民 代 表 東舘小学校校区代表 佐川正一郎 15 小中学校保護者代表 石井小学校ＰＴＡ会長 菊池　淳之

２ 〃 下関河内小学校校区代表 柏　　正二 16 〃 矢祭中学校ＰＴＡ会長 郡司　浩子

３ 〃 関岡小学校校区代表 金澤　　智 17 小中学校長代表 東 舘 小 学 校 校 長 吉田和賀子 校長会矢祭班班長

４ 〃 内川小学校校区代表 増子　次男 18 〃 矢 祭 中 学 校 校 長 阿久津光俊 校長会矢祭班副班長

５ 〃 石井小学校校区代表 深谷　直成 19 小学校教諭代表 東 舘 小 学 校 大野　明実

６ 学校評議員 東舘小学校校区代表 廣瀬　一雄 20 〃 下 関 河 内 小 学 校 森合　耕一

７ 〃 下関河内小学校校区代表 沼田　　秀 21 〃 関 岡 小 学 校 長谷川　俊

８ 〃 関岡小学校校区代表 大垣　昌蔵 22 〃 内 川 小 学 校 青砥　裕子

９ 〃 内川小学校校区代表 芳賀　房子 23 〃 石 井 小 学 校 後藤　玲子

10 〃 石井小学校校区代表 小松　淳子 24 幼稚園保護者代表 やまつり幼稚園保護者会長 圷　　史明

11 小中学校保護者代表 東舘小学校ＰＴＡ会長 本田　　修 25 幼 稚 園 長 やまつり幼稚園園長 本多　文子

12 〃 下関河内小学校ＰＴＡ会長 本田　貴之 26 学識経験者 ソフトビレッジ（東舘工藝村）代表 髙信　碩文 アドバイザー

13 〃 関岡小学校ＰＴＡ会長 藤井健一郎 27 〃 郡山女子大学短期大学部講師 京免　徹雄 アドバイザー

14 〃 内川小学校ＰＴＡ会長 藤田　幸司 28 〃 白河市立表郷小学校校長 佐川　幸信 アドバイザー

矢祭町立統合小学校建設、開校準備委員会委員名簿
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力を合わせて勝利を目指せ‼

　東舘小学校・内川小学校・関岡小学校・下関河内小学校は5月

18日、石井小学校では5月25日に春季大運動会が行われました。

　青空の下、わきあがる会場内の歓声とともに、子どもたちか

らはパワーと笑顔が弾けていました。

①石井小学校　②東舘小学校

③内川小学校　④関岡小学校　⑤下関河内小学校
　　―小学校春季大運動会―

①①①①

①①①①①①

②②

②②②②

②②②②②②⑤⑤⑤⑤⑤⑤

④④④④

④④

⑤⑤

④④ ④④

③③ ③③

③③

③③

③③



昨年の一般の部最優秀賞

「サンタクロースへの手紙」
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菊池　優
ゆうせい

成くん
（6月26日生まれ・中石井）

　いつもたくさんの笑顔をあり
がとう。優成の笑顔が大好きだ
よ。これからの成長を楽しみに
しています！（パパ・ママより）

金子　友
ゆ

希
き

ちゃん

（6月14日生まれ・下関河内）

　風邪もひかず毎日ニコニコ元
気いっぱいの友希ちゃん。これ
からの成長もとても楽しみで
す。おめでとう。（父・母より）

増子　音
ねいろ

彩ちゃん
（6月28日生まれ・内川）

　いつも音彩の笑顔に元気も
らっているよ。ありがとう。お
姉ちゃんと仲良く遊んで元気
に成長してね。（パパ・ママより）

長塚ほのかちゃん
（6月 25日生まれ・東舘）

　食いしん坊のほのか。すく
すく大きく育って下さい。
　　　　　　　（父・母より）

菊池　好
こうせい

誠くん
（6月25日生まれ・宝坂）

　いつも元気いっぱいの好誠
くん。夏になったらお外でた
くさんあそぼうね♡♡
　　　　　　　（父・母より）

す
くくす
くく

満１歳

お誕生日おめでとう！！

自然・友情・心の大切さと、

夢と希望がいっぱい詰まった絵本を作ってみよう！

第５回手づくり絵本コンクール作品募集

夏
来
た
り
鏡
大
き
く
試
着
せ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

柳
子

鳥
の
声
山
に
満
ち
き
て
胡
桃
咲
く

竹
の
子
に
旬
を
求
め
て
古
希
の
汗　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

良
夫

川
鳥
所
領
を
得
た
る
谷
若
葉

母
の
日
や
母
よ
り
生
き
て
夢
に
会
う　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢　

タ
ツ

茎
立
菜
抜
き
捨
て
ら
れ
て
雨
に
立
つ

夏
草
を
な
び
か
せ
離
着
ヘ
リ
ポ
ー
ト　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
見　

ふ
ゆ

月
下
美
人
昨
夜
咲
い
た
と
電
話
来
る　
　

早
苗
田
に
立
つ
さ
ざ
波
の
夕
映
ゆ
る　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
た
つ
江

買
う
品
の
一
つ
を
忘
る
竹
落
葉

天
寿
翁
の
旅
路
安
ら
か
春
爛
漫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
志
津
子

迫
り
来
る
山
の
緑
の
重
さ
か
な

振
り
返
る
蓮
華
菜
の
花
昭
和
の
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

幸
子

崖
の
肌
見
せ
て
山
吹
な
だ
れ
咲
く

植
え
し
田
に
来
る
夏
鴨
を
罵
れ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

正
則

水
口
に
群
が
る
田
螺
夏
兆
す

俳
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

著
者　

三
戸
岡
道
夫　

出
版
社　

栄
光
出
版
社

　

い
ま
静
か
な
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
「
二
宮
金
次
郎
」
に
つ
い
て
改
め
て
読
ん
だ
。

天
明
７
年
（
１
７
８
７
年
）
生
ま
れ
、
本
名
「
尊
徳(

た
か
の
り)

」
。
子
ど
も
時
代

に
一
家
は
離
散
。
金
次
郎
は
伯
父
の
家
へ
、
弟
２
人
は
母
の
実
家
に
引
き
と
ら
れ
た
。

　

神
奈
川
県
小
田
原
藩
・
福
島
県
相
馬
藩
・
栃
木
県
日
光
神
領
復
興
事
業
・
そ
の
他

の
地
域
の
立
て
直
し
に
当
た
っ
た
。
特
に
相
馬
藩
の
復
興
は
、
天
保
７
年
（
１
８
３
６
）

に
衰
退
し
た
相
馬
藩
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

「
二
宮
金
次
郎
」
と
い
え
ば
、
学
校
に
あ
っ
た
「
石
像
」
か
ら
思
い
出
す
「
芝
刈

り
縄
な
い
ワ
ラ
ジ
を
つ
く
り
…
」
し
か
浮
か
ば
な
い
が
、
哲
学
者
で
あ
り
、
思
想
家
・

道
徳
家
で
あ
っ
た
。
読
ん
で
い
く
う
ち
に
、
今
の
時
代
に
ピ
ッ
タ
リ
の
人
物
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神
に
基
づ
き
、
①
勤
労
（
よ
く
働
き
な
さ
い
）

②
分
度
（
身
分
相
応
で
あ
れ
、
背
の
び
す
る
な
、
倹
約
し
な
さ
い
）
③
推
譲
（
世
の

た
め
人
の
た
め
尽
く
し
な
さ
い
）
〜
こ
の
３
つ
の
原
則
に
感
動
で
き
る
。
紙
面
の
都

合
で
書
け
な
い
が
、
尊
徳
の
「
水
車
の
原
理
」
、
「
タ
ラ
イ
オ
ケ
の
水
の
原
理
」
を
対

人
関
係
に
例
え
て
い
る
の
が
お
も
し
ろ
い
。
（
私
は
生
家
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
る
）

二
宮
金
次
郎
の
一
生

「
家う
ち
ど
く読

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

わ
が
家
の
イ
チ
お
し

　
　
　
　
　
　

こ
の
一
冊

矢祭もったいない図書館運営委員

佐川　粂
くめお

雄さん

（東舘字山野井）

ふ
き
の
芽
句
会

―
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
所
蔵
本
か
ら
―

◆募集期間　平成 25年 6月 1日～ 10月 1日（当日消印有効）
　　　　　　※持参の場合は 10/1（火）17 時まで

◆募集部門　一般の部（高校生以上）
　　　　　　家族の部（中学生以下の幼児・児童・生徒が、家族と一緒に

　　　　　　製作に関わり、完成させたもの）

◆募集資格　アマチュアの方ならどなたでも

◆表　　彰　一般の部　　　　　　　　　　 家族の部
　　　　　　最優秀賞（１点）賞金 8万円　　最優秀賞（１点）賞金 8万円

　　　　　　優 秀 賞（１点）賞金 3万円　　優 秀 賞（１点）賞金 3万円

　　　　　　佳　　作（１点）賞金 1万円　　佳　　作（１点）賞金 1万円

　　　　　　入　　選（３点）賞金 5千円　　入　　選（３点）賞金 5千円

◆応募方法　作品規定や応募方法については、もったいない図書館にお問　
　　　　　　い合せいただくかまたはホームページをご覧下さい。

◆問い合わせ　〒 963-5118　福島県東白川郡矢祭町大字東舘字石田 25
　　　　　　　矢祭もったいない図書館　電話　0247-46-4646

　　　　　　　ホームページアドレス　http://www.mottainai-toshokan.com
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Ｈ

み
ん
な
で
取
り
組
も
う
！

「
食

し
ょ
く
い
く育
」

　

昔
と
今
と
で
は
、
私
た
ち
の
食

生
活
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
個
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や

価
値
観
が
尊
重
さ
れ
、
忙
し
い
毎

日
の
中
で
食
生
活
は
、
ど
ん
ど
ん

簡
便
化
さ
れ
、
よ
り
便
利
な
中
食

や
外
食
の
利
用
が
進
ん
で
い
ま

す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
食
卓
を
囲
む

機
会
は
減
り
、
孤
食
や
個
食
、
朝

食
欠
食
な
ど
の
不
規
則
な
食
事
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
長
寿
国
と
な
っ
た
日

本
で
は
、
大
人
だ
け
で
な
く
子
ど

も
の
中
に
も
肥
満
や
痩
身
志
向
な

ど
の
健
康
上
の
問
題
が
見
ら
れ
て

い
ま
す
。
表
１
は
、
福
島
県
の
子

ど
も
の
肥
満
傾
向
を
示
し
た
も
の

の
が
、
小
学
校
高
学
年
こ
ろ
か
ら

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

大
き
く

　
な
あ
れ
！

　

町
民
福
祉
課
主
催
、
カ
ン
ガ
ル
ー
く
ら
ぶ
共
催
の
「
平

成
25
年
度　

親
子
食
育
講
座
」
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
座
は
、
野
菜
を
育
て
る
過
程
を
通
し
、
食
べ

物
へ
の
関
心
を
高
め
、
野
菜
の
収
穫
の
楽
し
さ
を
体
験
す

る
こ
と
や
野
菜
の
調
理
を
体
験
し
て
野
菜
を
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

開
講
式
終
了
後
、
畑
に
移
動
し
苗
の
植
え
方
の
お
話
を

聞
い
て
、
親
子
一
緒
に
マ
ル
チ
の
切
れ
目
か
ら
穴
を
少
し

掘
っ
て
、
苗
を
５
㎝
く
ら
い
横
た
わ
ら
せ
「
大
き
く
な
あ

れ
！
」
と
苗
に
声
を
か
け
な
が
ら
土
を
か
け
、
さ
つ
ま
い

　

も
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
さ
つ
ま
い
も
が
大
き
く

育
つ
よ
う
願
い
を
込
め
て
、
新
聞

紙
を
使
っ
て
「
大
き
く
な
っ
た
さ

つ
ま
い
も
」
の
製
作
を
し
ま
し
た
。

長
い
い
も
や
大
き
く
て
丸
い
い
も

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
た
さ
つ

ま
い
も
が
で
き
、
成
長
・
収
穫

へ
の
期
待
が
膨
ら
ん
だ
よ
う
で

す
。

食
育
の
背
景

・食べるということは、命をいた

　だくことであり多くの人の手が

　かかっているのだということを

　じっくり教えていきたいと思い

　ます。

　

・食育は子どもたちにとって重要

　なことなんだと改めて思いまし

　た。家庭でもきちんと対応して

　いきたいと思います。

保健だより

Ｃ
ｅａｌｔｈ

ｈｅｃｋ

子
ど
も
に
と
っ
て
の

食
べ
る
こ
と
の
意
義

食
べ
る
こ
と
は
学
習

～親子食育講座～

　６月１日から６月30日までの１ヶ月間は、「食育月間」です。

これは、平成 23 年３月の食育推進会議で決定した第２次食育

推進基本計画において決められたものです。なぜ、このように

食育が叫ばれるようになったのでしょうか？

よい食習慣で

　健康なからだを‼

　

「
食
べ
る
」
こ
と
は
、
活
動
す

る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
だ

け
で
な
く
、
丈
夫
な
身
体
を
作
る

た
め
に
も
必
要
で
す
。
身
体
の
機

能
の
発
達
の
た
め
に
は
、
成
長
段

階
に
応
じ
た
食
形
態
や
食
べ
方
の

配
慮
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
離
乳
食
で
は
、
口
腔
内

の
形
態
的
発
達
に
合
わ
せ
た
軟
ら

か
さ
や
大
き
さ
を
考
え
、
運
動
機

能
に
合
わ
せ
て
箸
や
ス
プ
ー
ン
を

選
ぶ
の
で
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
期

で
は
、
心
地
よ
い
環
境
の
中
で
、

ゆ
っ
く
り
と
気
持
ち
よ
く
心
ゆ
く

ま
で
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
す
る
こ

と
は
、
安
心
感
や
人
に
対
す
る
信

頼
感
を
育
み
、
空
腹
と
満
腹
の
快

い
リ
ズ
ム
を
感
じ
生
活
の
満
足
感

を
高
め
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、「
食

べ
る
」
こ
と
は
、
健
全
な
人
間
性

の
形
成
に
深
く
関
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

人
間
も
動
物
な
の
で
、
生
ま
れ

た
時
か
ら
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
備
わ
っ
て
い
る
能
力
だ
と

思
い
が
ち
で
す
が
、
実
は
、
子
ど

も
達
は
、
豊
か
な
食
に
関
す
る
体

験
を
重
ね
て
「
食
べ
る
こ
と
」
を

学
び
ま
す
。
人
は
、
食
事
の
時
間

に
、
食
具
を
使
い
、
マ
ナ
ー
を
守

り
、
食
事
を
味
わ
い
、
一
緒
に
食

べ
る
ヒ
ト
と
の
交
流
を
楽
し
み
、

感
謝
し
な
が
ら
食
べ
ま
す
。
こ
の

こ
と
を
周
り
の
大
人
か
ら
根
気
よ

く
教
え
導
か
れ
自
ら
体
験
し
て
気

づ
き
身
に
着
け
て
い
き
ま
す
。

食
育
へ
の
取
り
組
み

　

こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
の

健
全
な
成
長
に
か
か
せ
な
い
食
育

へ
の
取
り
組
み
を
矢
祭
町
で
は
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
実
践
し
て
い

ま
す
。
家
庭
に
お
い
て
は
、
毎
日

の
生
活
が
食
育
で
す
。
楽
し
く
食

べ
る
体
験
を
実
践
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

幼稚園での食育講話を

　聞いての感想から（抜粋）

年　　齢 実施主体 事　業　名 実　施　内　容

乳幼児期
（0～ 5歳）

町民福祉課 離乳食指導
3か月児・6か月児・11 か
月児への食事指導

町民福祉課 幼児食指導
1歳 6か月児・2歳児・3
歳児への食事指導

町民福祉課
社会福祉協議会

親子食育講座 野菜づくりと調理実習

幼稚園 食育活動
栄養士の講話、身近な野菜
栽培と試食

保育所 食育教室
栄養士による保護者への
食育指導

学 齢 期

給食センター 給食・学校での指導
幼稚園、学校等に協力して、
栄養指導を実施。

小学校 食育指導
年間教育計画に基づき、食
育に関する指導を実施。

中学校 食育指導
年間教育計画に基づき、食
育に関する指導を実施。

一般町民
矢祭町食生活改
善推進員会

食育推進事業
毎月 19日を「食育の日」
として、町民への呼びか
けを実施。

　中食（なかしょく）・・・総菜やコンビニ弁当などの調理済み食品を自宅で食べること

　個食（こしょく）・・・・一人一人が別々の料理を食べること

　孤食（こしょく）・・・・一人孤独で食事をとること

表１．都道府県別肥満傾向児の出現率「平成 22 年」の福島県の順位

年齢 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10歳 11歳 12歳 13歳 14歳 15歳 16歳 17歳

男 ８ ９ ９ 16 ７ 15 ５ ３ ６ 14 ４ ５ 15

女 ３ 33 20 17 15 ９ ４ ６ ２ ５ ２ ９ ２

知っていますか？ 



陳情書を提出する谷田部会長
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TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　5 月 12 日、町消防団（鈴木桂語団長）では、

今年度入団の 18 名を対象とした新入団員訓練を

山村開発センターにおいて行いました。まず第 1

班の小室和之さんに辞令を交付、同じく第 1班の

菊池紀文さんが「町民の奉仕者として良心に従っ

て忠実かつ公正に消防職務の遂行に当たることを

固く誓います」と宣誓し消防団員としての誓いを

述べました。

　新入団員たちは、さまざまな訓練を学び、緊急事

態に備えるため消防技術の習得に励んでいました。

消
防
人
と
し
て
の

　
　
　

一
歩
踏
み
出
す

中
学
校
教
育
を

　
　

よ
り
よ
い
も
の
に

昭和 43年度矢祭中学校卒業のみなさん

　5月 16 日、昭和 43 年度に矢祭中学校を卒業

した同級生による「還暦祝い」参加者の 80 名

より、8万円を矢祭中学校教育振興に寄付した

いと、同級会実行委員会委員長の柏正二さん、

実行委員の塙次郎さん、会計の菊池章文さんが

役場を訪れ、町長と教育長に寄託しました。

　町では、矢祭中学校教育振興のために使用さ

せていただき、よりよい教育へと活かしていき

ます。

　5月 20 日、県道石井大子線茗荷区改良促進委

員会（谷田部一巳会長）が、茗荷区の生活道路で

ある県道石井・大子線道路改良についての陳情の

ため役場を訪れました。

　陳情では茗荷から字清平地内への 200 ｍとバ

ス車庫から県境までの 300 ｍについてバス路線

であり、幅員が 3メートルしかないなど交通安

全上危険ということで早期に改良をお願いしたい

と町に要望しました。町長は「県南建設事務所と

すり合わせをしながら町として働きかけていきま

す」と早期実現に向けた言葉を述べました。

緑
を
大
切
に
す
る
心
育
む

看板のふき掃除をする児童

　5月 2日、下関河内小学校（金子洋一校長）で

は、滝川渓谷の自然を大切に後世へ残す活動とし

て、恒例となっている「滝川探検隊」を行いました。

　子どもたちは、渓谷内に立てられた看板の拭き

掃除やゴミ拾いなどをしながら滝川渓谷の頂上を

目指し散策。

　活動のねらいでもある「地域を愛する心と奉仕

の精神」を養うことができました。

総会のようす

　5月 8日、矢祭町文化団体連絡協議会（鈴木

良夫会長）の総会が中央公民館で開かれました。

　この協議会は書道や民謡などの 26 ある文化

団体の活動の促進と意識の高揚につとめ、町に

おける芸術文化の発展に寄与することを目的に

組織しています。

　総会では「心うるおす文化の育成」を目標に

した平成 25 年度の事業計画や町文化祭につい

て協議をしました。

心
う
る
お
う

　
　
　

文
化
を
目
標
に

町
商
工
会
の
発
展
に
寄
与

受賞報告をした商工会青年部

　5月 15 日、町商工会青年部（星昌綱部長）では、

東北六県・北海道商工会青年部連合連絡協議会（清

野隆博会長）から優良商工会青年部として表彰さ

れたことを町長に報告しました。

　この受賞は、多年にわたり商工会青年部の優良

な組織運営及び青年部活動の推進に努力し、地区

内商工業の振興並びに地域活性化に尽力したとい

う功績が認められたもので、報告を受けた町長は

「これからも地域振興のために力を尽くしていた

だきたい」と受賞を称えました。

よ
く
確
認
し
て

　
　

わ
た
り
ま
し
ょ
う

よく見てわたろう！

　5月 10 日、町保育所（小室通子所長）では、棚

倉警察署の安田幸二交通係長と緑川隆和交通教育専

門員、鈴木芳明交通専門指導員を講師に招き交通教

室を実施しました。

　子どもたちは模擬の横断歩道に見立て設置された

シートの上を、小さい手を挙げ、左右確認し、わたっ

ていました。

まだまだ交通ルールが分からない年齢。地域で大切

な命を守りましょう。

危
険
箇
所
解
消
の
た
め
に

ホースの水圧を体感する新入団員



行事＆
　　お知らせ

情報局情報局

児
童
手
当
の
お
知
ら
せ

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同
就

職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す

エ
コ
チ
ル
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

入札
結果

◆矢祭町内件数
（平成25年１月１日～５月１２日）

火災件数　　５件
救急出動　７１件

「火事・救急・救助は１１９番」
　　　　　問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　　　　TEL ４６―２１１９

社会を明るくする運動…犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ
4 4 4  

人の動き

今
月
の
納
税

●
町
県
民
税　
　
　

１
期

●
国
民
健
康
保
険
及
び

　

介
護
納
付
金　
　

１
期

●
介
護
保
険
料　
　

１
期

※
口
座
振
替
日
・
納
期
限

　
　
　
　

７
月
１
日
（
月
）

６
月
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
強
化
月
間

山火事防止特別警戒

平成 25 年度全国統一防火標語

「消すまでは　心の警報　ＯＮのまま」
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◆
対
象
者

　

中
学
校
卒
業
ま
で
（
15
歳
の

誕
生
日
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
）
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方

◆
支
給
額

○
３
歳
未
満

　

一
律
１
５
，
０
０
０
円

○
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

　

１
０
，
０
０
０
円

　

※
第
３
子
以
降
は

　

１
５
，
０
０
０
円

○
中
学
生

　

一
律
１
０
，
０
０
０
円

○
特
例
給
付

　

一
律　

５
，
０
０
０
円

※
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
場

　

合
◆
支
給
時
期

　

原
則
と
し
て
毎
年
６
月
、
10

月
、
２
月
に
そ
れ
ぞ
れ
前
月
分

ま
で
の
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

※
４
月
以
降
に
子
ど
も
が
生
ま

れ
た
方
、
４
月
以
降
に
矢
祭
町

に
転
入
さ
れ
た
方
で
申
請
が
お

済
み
で
な
い
方
は
早
め
に
お
手

続
き
し
て
下
さ
い
。

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
る
方
は
毎
年
６
月
に
現
況

届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
届
は
、
受
給
者
の
所
得

状
況
、
養
育
状
況
を
確
認
し
、

引
き
続
き
手
当
が
受
け
ら
れ
る

か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
の
届

で
す
。
提
出
さ
れ
な
い
場
合
、

６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
必
ず
提

出
し
て
下
さ
い
。

◆
提
出
期
間

　

６
月
１
日
（
土
）
〜

　

６
月
30
日
（
日
）

　

（
現
況
届
の
用
紙
が
送
付
さ

　

れ
て
か
ら
提
出
）

◆
提
出
場
所

　

役
場　

町
民
福
祉
課

◆
添
付
書
類

①
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る

　

方
は
、
保
護
者
の
被
保
険
者

　

証
の
写
し
等
（
受
給
者
が
被

　

用
者
で
あ
る
場
合
に
提
出
）

②
平
成
25
年
１
月
１
日
に
矢
祭

　

町
に
住
民
登
録
の
な
か
っ
た

　

方
は
、
前
住
所
地
の
市
町
村

　

長
が
発
行
す
る
児
童
手
当
用

　

所
得
証
明
書
（
平
成
24
年
分
）

③
児
童
と
別
居
し
て
監
護
養
育

　

し
て
い
る
方
は
、
別
居
監
護

　

申
立
書
及
び
子
ど
も
の
住
ん

　

で
い
る
世
帯
全
員
の
住
民
票

◎
提
出
期
間
に
注
意
し
て
下
さ

　

い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
４
６
）
４
５
７
３

　

福
島
県
で
は
６
月
１
日
〜
30

日
を
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
強
化

月
間
と
し
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
に
、
助
か
る
は
ず
だ
っ
た
命

が
失
わ
れ
る
事
故
が
県
内
交
通

死
亡
事
故
の
約
25
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
命
を
守
る

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
そ
し
て
子
ど

も
の
命
を
守
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
着
用
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
３
月
に
新
規
大
学

等
を
卒
業
予
定
の
方
、
平
成
23

年
３
月
以
降
に
卒
業
し
て
、
現

在
就
職
活
動
を
し
て
い
る
方
を

対
象
に
、
正
社
員
で
雇
用
す
る

計
画
の
あ
る
県
内
企
業
と
の
面

接
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
開
催
日
時

　

７
月
13
日
（
土
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

◆
場
所

　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　

Ｃ
ホ
ー
ル
（
郡
山
市
南
２
丁

　

目
52
番
地
）

◆
参
加
企
業
数

　

県
内
企
業
70
社
参
加
予
定

◆
そ
の
他

①
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

②
参
加
事
業
所
は
開
催
１
週
間

　

前
に
、
福
島
労
働
局
Ｈ
Ｐ
上

　

で
公
開
さ
れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

福
島
労
働
局
職
業
安
定
課　

　

☎
０
２
４（
５
２
９
）５
３
９
６

　

近
年
、
子
ど
も
た
ち
の
間
で

は
、
ぜ
ん
そ
く
や
ア
ト
ピ
ー
な

ど
、
生
活
環
境
の
中
に
あ
る
物

質
が
原
因
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら

れ
る
病
気
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

環
境
省
で
は
、
そ
の
原
因
を

明
ら
か
に
し
、
有
効
な
対
策
を

講
じ
る
た
め
２
０
１
１
年
１
月

よ
り
「
子
ど
も
の
健
康
と
環
境
に

関
す
る
全
国
調
査
（
エ
コ
チ
ル
）

調
査
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
福

島
県
で
は
、
エ
コ
チ
ル
調
査
福

島
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
（
福
島

県
立
医
科
大
学
内
）
が
県
内
全

市
町
村
を
対
象
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
エ
コ
チ
ル
調
査
の
参
加

登
録
は
平
成
26
年
３
月
末
ま
で

で
す
。

◆
対
象
者

　

福
島
県
内
に
住
民
登
録
が
な

さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
日
本
国

内
に
お
住
ま
い
の
予
定
で
、
協

力
医
療
機
関
（
県
内
医
療
機
関

及
び
大
子
町
・
岩
佐
医
院
）
で

出
産
予
定
の
妊
婦
さ
ん
と
そ
の

赤
ち
ゃ
ん
、
お
父
さ
ん

◆
調
査
期
間

　

妊
娠
初
期
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
が

　

13
歳
に
な
る
ま
で
実
施

◆
調
査
内
容

　

子
ど
も
と
両
親
に
は
、
血
液

　

や
尿
の
採
取
、
質
問
票
へ
の

　

記
入
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ

　

エ
コ
チ
ル
調
査
福
島
ユ
ニ
ッ

　

ト
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
１
２
０（
３
１
７
）７
３
５

　

（
平
日
９
時
〜
17
時
）

人　口 ６，３５６人 （＋ 8）

男 ３，１０８人 （＋ 7）

女 ３，２４８人 （＋ 1）

世　帯 ２，０９０世帯 （＋ 5）

５月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

( 敬称略 )

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区

緑川　彩
い ろ は

春 4 /22 健介・敦子 関　岡

鷹部　匠
た く と

利 5 /10 啓寛 ・理都子 戸　塚

佐藤　環
わ

心
こ

5 / 20 公史・真菜美 戸　塚

熊田　楓
ふ う か

果 5 /24 隆 ・美樹 東　舘

●赤ちゃん誕生おめでとう

( 敬称略 )

亡くなられた方 年齢 没月日 地 区

佐藤辰治郎 84 4 / 27 上関河内

佐川　達郎 76 4 / 30 中 石 井

菊池トキ子 77 5 / １ 下 石 井

藤井　達郎 94 5 / ３ 戸　　塚

菊池　ツネ 88 5 / ８ 戸　　塚

内田　ミツ 92 5 / 10 関　　岡

中野　ハナ 83 5 / 16 関　　岡

松浦　イチ 91 5 / 20 戸　　塚

佐川フミ子 88 5 / 22 中 石 井

緑川　四郎 86 5 / 25 中 石 井

鈴木　正男 98 5 / 28 中 石 井

藤田　ミチ 85 5 / 30 下関河内

金澤　カネ 89 5 / 31 東　　舘

●お悔み申し上げます

●あとがき

☆ 6 月号も無事完成。少しずつ少
しずつ皆さんを感動させられる広報
づくりを目指して日々奮闘中です。
☆運動会の取材で各小学校を訪れた
とき、仲間を頑張って応援する姿に
心をうたれました。やっぱり仲間は
大切な存在ですね。私も今まで出
会った「仲間」を大切に生きていき
たいと改めて感じさせられた 1 ヶ
月でした。（龍）

　町が発注した予定価格が 130 万円を超える工事の入札結果をお知
らせいたします。
入札日：平成 25年５月 13 日

児
童
手
当
現
況
届
提
出
に
つ
い
て

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ　

　

平
成
25
年
度
の
労
働
保
険
の

年
度
更
新
の
申
告
期
限
は
７
月

10
日
で
す
。
期
限
ま
で
に
、
最

寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
、
労
働

基
準
監
督
署
、
福
島
労
働
局
に

お
い
て
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
田
村
市
・
南
相
馬

市
・
川
俣
町
・
広
野
町
・
楢
葉

町
・
富
岡
町
・
川
内
村
・
大
熊

町
・
双
葉
町
・
浪
江
町
・
葛
尾

村
・
飯
館
村
の
地
域
の
事
業
場

に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
労
働
保
険
料
の
申

告
・
納
付
期
限
が
延
長
し
て
い

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

福
島
労
働
局
総
務
部
労
働
保

　

険
徴
収
室

　

☎
０
２
４（
５
３
６
）４
６
０
７

休
日
の
証
明
発
行
中
止
の

お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
左
記
の
日
曜
日
に

デ
ー
タ
更
新
の
為
、
休
日
の
窓

口
証
明
の
納
税
・
所
得
証
明
・

印
鑑
・
住
民
票
等
抄
本
・
戸
籍

謄
抄
本
証
明
が
発
行
で
き
な
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た

し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
休
日
は
、
従
来

通
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
証
明
書
の
発
行
で
き
な
い
日

　

７
月
７
日
（
日
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
民
福
祉
課
町
民
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
４
６
）
４
５
７
４

　６月は危険物安全週間です。危険物は火災発生の危険性が大きく、また、
火災拡大の危険性もあります。「あなたこそ　無事故を担う　司令塔」を
推進標語に危険物を正しく取り扱いましょう。
　５月には大きな山火事も発生しました。暖かくなり、山に入る機会も増
えます。タバコのポイ捨てや焚火は絶対にやめましょう。

工　事　名
（予定価格）
落札金額

落　札　者 工 事 場 所 工　　　期

平成25年度
中山地内河川維持工事

（4,568,550）
4,179,000

佐藤建設株式会社
代表取締役　佐藤正美

小田川字中山地内
平成25年５月14日～
　平成25年８月30日

平成25年度
林道舟見・高室線道路補修工事

（1,555,050）
1,501,500

佐川建設株式会社
代表取締役　佐川　泉

中石井字舟見地内
平成25年５月14日～
　平成25年８月30日

平成25年度
町道山野井・天神沢線維持工事

（3,390,450）
3,150,000

佐藤建設株式会社
代表取締役　佐藤正美

関岡字天神沢地内
平成25年５月14日～
　平成25年８月30日
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　「地元の人がお土産として買って行って、お土産をも

らったお客さんから直接注文が入るのが嬉しい」と食べ

物づくりの一番の喜びを語ってくれた鈴木ミヨ子さん。

今回ご紹介する一品は「手づくりこんにゃく」です。

　ゆず農家でもある鈴木さんは、こんにゃくにとても合

う、ゆずを使ったゆずみそなどの加工品なども、もった

いない市場へ出荷しています。

　さしみこんにゃくにゆずみそをつけ食べると、ひんや

りとした食感でこれからの季節にぴったりの一品。ぜひ、

ご賞味ください。

◆問い合わせ

　☎ 0247-46-3956（鈴木）

　矢祭町大字茗荷

今
月
の

一
品

～ひんやり心地良い食感～

手づくりこんにゃく

いっぴん

月６ 情報
カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
●さわやかサイクリング ●運動教室

　山開（10：00～ 11：00）

●母親教室
　塙（13：30～ 15：30）

●からだ元気アップ教室

　スイ（19：15～ 20：30）

○おおひら整形外科クリニック☎33―9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

９ 10 11 12 13 14 15
●3ヶ月児健診

　塙（受付 13：30～ 13：40）

●運動教室

　山開（10：00～ 11：00）

●1歳6ヶ月児健診

　山開（受付13：00～13：15）

●母親教室
　塙（13：30～ 15：30）

●愛の献血

○塙厚生病院☎43―1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

16 17 18 19 20 21 22
●親子ビクス

　山開（10：30～ 11：30） 

 

●運動教室

　山開（10：00～ 11：00）

●母親教室
　塙（13：30～ 15：30）

●からだ元気アップ教室
　スイ（19：15～ 20：30）

○木村医院☎46―3528 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

23 24 25 26 27 28 29
●運動教室

　山開（10：00～ 11：00）

○あらまちクリニック☎33―8018 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

30 7/1 ２ ３ ４ ５ ６
●運動教室

　山開（10：00～ 11：00）

● 3ヶ月児健診

　山開（受付13：00～13：15）

●母親教室

　塙（13：30～ 15：30）

●からだ元気アップ教室

　スイ（19：15～ 20：30）

○和田医院☎33―2012 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ当

当

当

当

当

〔省略〕○…当番医　山開…山村開発センター　
　　 　塙…塙厚生病院 スイ…スインピア矢祭

当

　本誌に掲載の写真は進呈しますので、ご希望の
方は自立総務課までご連絡ください。


